
ケダラール麻酔下に実験前日被鹸部を別宅したタイワ

ンザル (体歪10kg,8)を40℃湿度60%の人=気象室に

入れ,直腸温を測定し乍ら,和田高塩民法およびミネラ

ルオイル広によって有毛部汗腺の反応を換査した｡直腸

温は初期降下を示した後,徐々に上昇したが,有毛部に

は汗滴を認めなかった｡室温を45oCまで上昇させると,

直腸温が41'Cまで上昇し,サJt,が苦PCEを始めるに至って

漸くミネラルオイル下に汗滴を認めた｡しかし,アトロ

ピン皮内注射部位には汗滴は認められなかった｡この汗

滴はîZ仲田徴税による観察で毛蕗との位fa的関係からエ

ッタリン汗であることが証明された｡汗滴を認めた後,

直ちに古狐刺激を去り,一般状態の改善に努めたが,被

鹸サルは4時間後に死の転帰をとった (剖検上,脳内出

血が絃められた)0

2)白川神経剤および遮断剤に対するタイワンザル有毛

部汗腺の反応｡

ケタワー/レ麻酔下に実験前目敏験部を剃毛したタイワ

ンザル (仲立10kg,8)有毛部皮内に注射したアドレナ

I)ン10~8-1018およびアセチルコ1)ン10~3-10-8はすべ

て発汗作用を示し,それぞれエルゴタミンおよびアトロ

ピンで抑制された｡興味ある事実は,アドレナリンに反

応し.エルゴクミンで抑制される発汗はすべてニックリ

ン汗であることがミネヲルオイル下に宍体顕微鏡で観察

することによって確認されたことである.アポク1)ン腺

も亦,交感性機序で反応してもよいと考えられるのに,

この火験で宍体琉徴鏡下に認められた汗滴はすべて毛張

と焼結にTF在することからアポクt)ン汗ではなく,エッ

ク1)ン汗であると確認されたO

捻 括

以上のSR鹸成紙から,タイTJンザル有毛部にはニック

.)ン汗ユG!が存在するが,高温刺激に対する自然発汗は直

腸温が41℃に遜しないと現れず,その結果死の転帰をと
るほど体温調節機構の発達は悪いものと考えられる.し

かしながら,クイワンザル有宅部のエッタリン腺はアド

レナリンにもアセチルコリンにも反応し,それぞれエル

ゴタミンおよびアトロピンで抑制される点に関してはE

tに獄似し,有毛部にエック.)ン腺の存在そのものを欠

く低級なサル群 (前述)に比べれば,穀分とも体温調節

機構が進んでいるといえよう｡

サルの情動行動と皮膚電位活動井

新美良純 ･山崎勝男

丹治哲雄 ･奥田賢一

(早大 ･文 ･心理)

*第35:司日本心理学会大会,1971年発表

サルの皮膚抵抗反応については若干の論文が見られる

が,皮膚電位活動 skinpotentialactivity,SPA仁

ついては,Takagi皮 Nakayama(1959)が2-3行

触れているのと,Wilcott(1965)の騰写版刷りの報告

があるにすぎない｡従来,皮膚電位水準skinpotential

level,SPLおよび皮膚電位反射 skinpotentialre-

flex,SPRの基礎的研究には,交感神経支配の汗脱を

有するという点から専らネコが使用されてきたが,ネコ

は常に陰性単相波のみ出現するという点で,陰性単1'El波

の他に陽性単相波,二相性波などを出現するヒt.の代用

動物としては限界がある.そこで Wilcott(1965)が

ヒトと同様な波形を出すと述べているアカゲザルを放映

体として,脳刺激,破墳実験などを行なう必要が生じ

ナこ｡
日 的:

本年度研究の目的は,脳刺激,破壊実験などの予仰段

･階として,サルのSPL,SPRの標準的測定法を開発

し,サJL,のSPL,SPRについての基礎的測定値,一

般性質を知ることにある｡

方 法 :

Primatechairにつけたアカゲザル5頭の,前々腕

部を脱毛後剃刀でやや強めに表皮を削り非活性化して基

準電極を,前肢および/あるいは後肢の足底に探査電極

を装治した.方法は著者ら (渡辺ほか,1969)がヒトで

行なっている方法に準じた｡また覚醒水準の判定には,

後頭部から針屯極で串出したEEG,表情その他の行動

観察を併用した｡

鈷 果:

1. 安静覚醒詩のSPLおよび自発性SPR

安静覚醒時延べ40回のSPLの平均値.標準tLLJ並は-

14.7mV, 土5.1で, この値は ヒトとネズミ･ネコとの

中間に位巴している (P<0.05)｡なお手準内の誠･部位

を測定してみると,-18--26mVの氾EE内に分布する

が,意味のある差とは思われない｡

21IIC

Fig.1.TypicalpatternsofspontaneousSPRs

andSPLsatawakerest.

Fig.1の2行目が右,3行目が左手等の自発性SPR
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の記録で,左右同39]してほぼ同拐仰の陽性印相波が出現

している｡なお1行目は対照として,左右の韮畔TE極ど

うLから村山したもので,SPLはOmV.SPRは全

く出現しない｡

2. Jlut耐水畔と自発性SPR

夜間静かな5LZ験虫で盤内灯を消して測定した｡FI'g.2

の上はEEG用針TE樋をm皮に刺した直後のやや興部し

ている時期であって,自発性SPRの出現頻度は芯い｡

中段はややおちつき体動のほとんどみられない安静覚醗

ALEM
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Fig.2.TypicalpatternsofspontaneousSPRs
fortllreelevelsofarousal.

時で,自発性SPRの出現Jm皮も技帽も若干減少してい

る｡下段はうとうと状態で自発性SPRはほとんど出現

しない｡今回の宍験では探睡眠や′tヲ睡眠までは約,g;Sで

きなかったので,以下安静覚醒時を中心に述べる｡

3. ネ7:ミ,ネコ,サル,ヒT･の自発性SPRの比較

波 形

ヒ11の自発性および誘発性SPRには,陰性単相波,

陽性単相波.および二相性波などがあるが,ネズミ,ネ

コでは必ず陰性印相波が出現するOこれらに反してサル

では常に陽性Lti相波のみが出現したoFig.3は安静党ⅣI?=

A.. 舟 ､仙山 仙 I

CAT. 叫仙 仙 仙 恥叫 l

21暮IC

Fig.3.Comparisons oftypical patterns of
Spontaneous SPRs for four species
atawakerest.

時の4位動物の日発性SPRの記録である｡

出現印度

Fjg.3でみられる租の特徴として出現何度の差異があ

る｡ネズミ,ネコ,サル,ヒトのlmln.当りSPR出

現糊皮の平均帆,相称佃凸はそれぞれ,26.38±4.10,

24.21±6.92,7.70土1.25, 1.95土2.31で, ネズミ･ネ

コでは出現瑚皮が大.ヒトでは′トで,サルはその中問に

位Gliする (Pく0.05)｡

持続時間

ネズミ･ネコでは鋭い波形が日立つが,1佃のSPR

の持続時間は,ネズミ,ネコ,サル,ヒトでそれぞれ,

1.91±0.73,2.30土1.15,4.22±1.65,9.89士12.52で,

ネズミ･ネコの持続時間は短く,ヒ7.では大きく,サル

はその中間に位する (P<0.05)0

揖 栢

拐帽は,相性を撫祝し,ヒトの二相性波の場合除 ･陽

両成分の絶対位の和で比較すると,それぞれ,2.88土

1.64,3.17土2.80,4.13±2.98, 1.60土1.90(叫位は

mV)で,拐相に関してはサルが心火伯を示した (P<

0.05)0
4. 諾否発性S.PR

光刺激,音刺激,さらには偶然発生した靴費,ドアの

開閉音,他のサルの鳴声などによる誘発性SPRを,同

じ実験虫で他の突放が行なわれている凪問,夜静かにな

ってから暗い静かな条件と,故意に尿閉程度の騒音条件

にしたり種々な条件とで検討した｡反攻提示される単純

物理的刺激に対する粥発SPRは,比較的′ト振幅でなれ

も早いが,物理的には′トさい刺激でも,啓戒を褒するよ

うな環境の変化に対しては比較的大技幅の SPRを生

じ,なれも生じにくく,ヒトと類似の結果をえた｡

5. SPLの人工変動を行なった場合のSPR

ヒトの場合,SPLを人工変動させると,変動させた

SPLに応じそれぞれ蛤性単相波,二相性波,陽性単相

波が出現し易くなる｡常に陰性単相波のみのネコでも,

大幅に変動させると二相性波は出現するが陽性単相波は

出現しない (Niimietal,1967)｡サルについて同様

な方法を試みた結果,正常値120mV程度のSPLを+

30mV付近まで変動させると二相性波が,さらに+65m

V付近まで変動させると仏性単相波が出現した.

考 察

深睦沢,/(ヲ陸相モ時の測定はできなかったとはいえ,

SPLの人工的変動など特殊な条件下以外では,アカゲ

ザルのSPRは常に陽性Ill相波を示した. この結果は

Wilcott(1965)の結果とは一致しない｡そして各種波

形をLtl現するヒt.の代用動物として,ネコでの限界を破

るものと期待したサルも充分な代用動物たりえないこと
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を知った｡しかしサルがネコと全く逆相であり,ヒトで

は両相とも出現するという点,およびSPLの人工変動

でネコとは異なりヒトのように相が変化するという点と

で,SPR末梢出現機序解明には有効な知見を加えた｡

また,ネズミ, ネコ,サ/レ, ヒトと系統発達的 (山崎

他,1971),月齢の浅いコネコからオヤネコに至る個体発

達的 (Yamazaki,eta1.,1969;山崎他,1970a;山崎

他 1970b),およびproreuscortexなどを除去した破

頃実験的 (Yamazakietal,1970)研究と併せてみた

ときに,著者らの仮説をほぼ支持する結果をえた｡同種

動物のP.枯fifが誘発SPRを出現させるということは,ネ

コ･ネズミではほとんどみられないことで,SPRをサ

JI,の社会心理的指感として,また自発性SPRの出現頻

皮,i五訓広が党雌水準で変化するという点で覚醒水準の指

標としての開発も予想される.
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二ホンザルの脳幹運動反射の生理学的研

究

中村嘉男 /工藤典雄 ･津田和子

(東大 ･医 ･脳研 ･神経生理)

研 究 内 容

サルの表情表出の中枢機序を解析する目的で,顔面神

経と三叉神経の単一運動ヒューロンの活動様式を,無麻

酔の慢性条件で細胞外誘導によって分析する研究の弟一

段階として,神経生理学部門においてアカゲザルを用い

て予備実験をおこない,以下の点について枚封を加え

た0.

1.･慢性実験用動物標本作成の術式

2..単一ニュ-ロン発射活動導出用のマイクロマニピュ

レータ

3. 導出時の無麻酔動物の固定に用いるモンキーチェア

研 究 鈷 果

以上の3点について,本突駿に用いるべき方法を確定

した｡

前頭葉機能の研究

堀 田 利 夫 (東医歯大 ･医･生理)

サルをqE=ンキ-チェア-につけて飼育し, I//1一 押

し (交互に)によってジュースが与えられることを学習

させておく.次いで Sernylanで麻酔されたサルの頭

蓋にオイルマイクロマニプt/- メ -固定用の金属輪とB7i

部甲走用の4本の金属棒を接着させておくo
数日後前述の学習行動中にタングステン記録屯極を挿

入し前頭葉および皮質下構造物のニュ-ロンの活動を記

録するo レバー押しの行われる時点は上肢の筋電図をも
って指標とする｡この筋電図に関連のある脳内卑i-ニュ

ーロンの神経放電を記録したO期間が短かかったので実

験技術の修得が主であった｡

皮質ニューロンの latedischargeの解析

渡 辺 武 (東医歯大･医･難聴研)

神経生理研究部門で研究中の単一ニューロンレベルで

の遅延反応に関する実験および上丘ニューロン活動と眼

球運動との解析実験について研修した｡われわれは聴覚

の神経機構を主題として研究していることから,聴ニュ
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